







































































































































































































































































































































る「B → C → D2」にそれぞれ該当する。次
期問題解決モデルにおいては，この内数学的




























































































































日時：平成 29 年 6 月 22 日第 5，6 校時(100 分) 
対象：新潟県立高等学校第 2 学年数学 B 選択者 8 名 
本時の課題： 
１ 次の数列にはどのような“規則性”があるか 
{𝑎𝑛}: 3,4,6,9,13, ⋯ , {𝑏𝑛}: −30, −29, −25, −16,0, ⋯ 
２ １の数列 {𝑎𝑛} の第 20 項目を求めよう 
(秋山,2017,p.25)より筆者作成 
 








51 Y {an}はわかった。 
52 T では，{bn}を考えてもらってもいいですか？ 
53 T じゃあ{an}はわかりましたか？ 
54 A うーん，わからんなー。 
55 K これ，さっきみたいに図でかいたらわかるよ 
56 A (図をかく →)ああ，そういうことか。 





















る。No.54 で問題解決に困難を示した A に対
















題解決サイクルの 2 周目にあたる。 
 
− 49 − 
108 Y やり方というか考え方はあってそう？ 
109 O え？なんかやば。(笑) 
110 AR なんか違うよ。(笑) 
111 I こんな感じですか？ 
112 T ふむふむ…。なるほどね。 









第 6 項目で足されているのが 5 回だから，
第 20 項目だと足されているのは 19 回だな
ー。19 回足されていることを知っておけ
ば，えーっと，１，２，３，４，５，６，
…，19 で，それを 18 までとすると…18 ま
で足しているとすると，左右の頭からくっ
つけていくと何になるんだ… 
119 K でも奇数だから 1 個余るよ。 
120 A そうなんだよ。でも 9 組だから… 
121 K 9 組作って余りを足しちゃえば？ 
122 A 
いや，8 組作って…いや 9 組できて何も余
らないよ。19 で 9 組作れるんよ。だって，
19 でしょ。19 回上がるってことじゃん。
19 を捨てて 18 と考えると，頭と手前くっ
つけて 18÷2 で 9 セットできるんだよ。19





そうそう。171＋19 だから 190 で，最初の



















































































































































































































− 52 − 
